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胴体の?�く゚スケールモデルの試験体の打設試験を実施し�ø
� �0
に示す。また，試験体の切断
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に示す。切断面を確認したところ，伝熱フィ



く同じ概念の安全性の高いコンクリートキャスクを設計
製造することが可能となった。
　今後は，本材料の実用化に向けて 1年間の長期加熱試
験を実施するとともに，更なる遮へい性能向上に向けて


